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　　　例年よりも早く梅雨が明け、連日猛暑が続いた7月。今年も各学年で取り組んできた水泳の力を全校児童、
保護者の皆さんに見ていただく校内水泳大会が行われました。水深のある大プールにも果敢に入って挑戦した1・
２年生のビート板リレーや、上級生に負けない力泳を見せた３・4年生の混合リレー、クロールや平泳ぎ、背泳など
の各泳法で軽く泳いでいるのに水の上をスイスイ泳ぐ５・６年生など、ひと月ほど行ってきた水泳の授業の成果を
十分発揮することができました。最後にやった、渦巻きづくりも、楽しく良い思い出になったようです。
　4年生以上の学年は、7月下旬に本校プールで行われた中芸水泳交歓会に向けての強化練
習にも取り組み、出場した５・６年生は、それぞれ自己ベストや交歓会の新記録を更新するなど、
立派な成績を収めることができました。
　暑い中、大きな声援を頂いた保護者の皆さま。ありがとうご
ざいました。

学 校 通 信 School communication

1 夏に鍛える
　　　＝自分の意見や考えを相手に説得力をもって伝える＝　
　昨年度に引き続き７月１０日（火）、１７日（火）の２週
にわたり、それぞれの学年で「文章を書く力を高める」
エッセイ講座が行われました。本年度は各学年それぞ
れ７時間を予定しており、今回は「恩師への便り」～小
学校担任への手紙（１年生）～、「人権作文」～夏休み
の課題（２年生）～、「自己アピール文」～高校入試対
策（３年生）～と、それぞれのテーマ毎に「HOTS教育
センター高知」からお招きした講師により、分かりや
すく文章の書き方を教えていただきました。
　３年生ではブレインストーミング（問いに対して脳
の引き出しにしまっている、ありったけの知識を書き
だし整理する）の手法を使い、まず自分の長所をいくつも書き出し、その中から優先順位を付け、自分の意見を組
み立て、仲間と考えを共有し、内容を整理しながら原稿用紙に向かうことができていました。この力が、高校や大学
入試・就職試験での自己ＰＲや小論文で試されます。
　人間が身に付ける力は、成果としてすぐには現れないけれども、何年間もかけ少しずつ身に付いていくものが殆
どです。この講座だけでなく授業はもちろん宿題や生活日記・朝読書など、毎日の小さな積み重ねを大切にし、「自
分で考え、その意見を文章で人に伝える」力を伸ばしていってほしいと願っています。

2 エッセイ講座
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　７月２１日（土）、本山町の吉野川にて子ども会主催による親子ラフティン
グ体験が開催され、子ども５名、保護者５名の総勢１０名が参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、インストラクター指導のもとボート２廷に別れ、流れの速い瀬では、ボートが上下左右に
大きく揺れるスリリングな体験を、流れの緩い渕ではボートから降り、思い思いに泳いだり、水鉄砲で遊んだりと楽
しいひとときを過ごし、夏休みの良い思い出ができました。このような体験から自然の素晴らしさや危険を肌で感じ
ることができたと思います。

　８月１２日（日）に台風等に備え土嚢を新たに作成しました。
　あわせて屯所にある懐中電灯や無線機の動作確認を行い災害に備えています。
　台風の多い季節になりますので皆さんも非常持ち出し品の確認や暴風対策を
して台風に備えておきましょう。
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はじめまして!

ア員流交国　際 シ ュ リー ・シ ェ パ ー ド

　はじめまして！私はアシュリーシェパードと申しますがアシュリーと呼ん

でください！ちなみに私の名前には意味があります。カナダにはアシュと言

う名の木があってその木の下に私の両親が結婚しました。とてもロマンチッ

クですよね？私の出身地はカナダのアルバータ州のカルガリーです。近くに

ロッキーマウンテンと言う名の山脈があります。子供のころに家族と良くそ

こで山登りをしましたので今でも山登りがとても好きです！

　しかし、私の16歳の時にお父さんは自分の家族ともっと近くに住みたい

んでお父さんのふるさとに引っ越ししました。お父さんのふるさとはアルバータ州からすごく遠くてカナダの一番東の

ニューファウンドランド州です！Newfoundlandの民族と言うとちょっと特別です。話し方は他のカナダ人と違って

すごく面白い人達です。日本と比べたら関西人と似ています！

　私はNewfoundlandで高校を卒業してから実は日本に来ました！ずっと前から日本の文化と食べ物に興味が

あってやっぱり日本に住みたいと思って福岡県に行って農業の仕事をしました。人生で初めてそのような仕事をしま

したのでとても楽しかったです！それからカナダに戻って大学に入って国際交流と日本語を専門しました。私が2回生

の時に交換留学でまた日本に来ました。奈良の近くの天理と言う村で他の留学生と楽しい1年間を過ごしました！そ

の時天理大学のテニス部に入ることが出来て日本語能力はだんだん上がりました！

　大学を卒業してから次はフランスに引っ越ししました。カナダは二つの

母国語があって英語とフランス語です。そしてフランス語を喋る人達は

もっと簡単に仕事を見つけることができますのでフランスへ向かいまし

た。結局1年間フランスに住んで、その後ヨーロッパのあちこちを回って、

最後にカナダに帰りました。

　その時はヨーロッパが大好きになって戻りたいと思いましたが結局仕

事を見つけた国は中国で

した！中国の北の方に引っ

越しして2年間大学で英語の先生をしました。その2年間の中に東南

アジアのあちこちに回ってすごく楽しい時間でした。でもやっぱりい

ろいろの国に行っても日本が一番好きで日本に戻りたくなりました。

　ちなみに何で日本がそんなに好きと聞かれたらやっぱり二つの理

由があります。一番目は食べ物です！日本の料理は世界中で一番美味

しいと思います！特にラーメンとさしみが大好きです！2番目の理由

は日本人自体です！何回も日本に来たら日本人がすごく優しくて困っ

たら何でもしてくれたから本当に感動しました。この1年間北川村の皆さんと一緒に暮らすことをとても楽しみにして

います！これからよろしくお願いします！

子ども会ラフティング体験

北川村消防団の活動
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モネ
の

からの
お知らせ

★FBで日々の庭情報発信中。
　ぜひご覧ください♪

【お問い合わせ・ご予約】
北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
http://www.kjmonet.jp/　定休日：毎週火曜日

FAX

志国高知　幕末維新博外伝　第三章
印象派と浮世絵のボタニカルアート展

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　顕彰会が管理している慎太郎柚園では青玉柚子が、すくすくと大き
くなっています。今年は昨年より実が多く見えるのは気のせい!?
　　「少し販売してみようかな」と思いつき、早速収穫へ!!はさみを入
れるなり、柚子の香りがぷ～んと匂い、思わず目を閉じて堪能してしま
いました（笑）
　これぞ、北川村の香り☆収穫が楽しみですね。

『慎太郎柚園』

　9月の周辺整備は9月22日（土）を予定しております。ご迷惑をお掛け致しますが、ご協力をお願い致します。

中岡慎太郎館周辺景観整備

キャンドルナイト2018 in モネの庭
～移りゆく光～

◆開 催 日：2018年9月15日（土）
　　　　　 ※雨天時9月16日（日）に順延
◆開催時間：17：00～21：00（最終入園20：30）
◆入 園 料：一般700円・小中学生300円
◆当日のチケットをお持ちの方：
　　　　　 一般300円・小中学生100円

秋のガーデニング教室予約制

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.14 ～

日本遺産
Story #051

第２回　　　　　　　　  開催します！
　皆さんは「ゆずFeS」をご存知でしょうか？小さなプログラムをいくつも集めて短期間に行うイベントで、第１回では予
約が殺到したこんにゃくづくり体験やダム見学ツアーなど、中芸地域の魅力が詰まった17個のプログラムを開催し、
多くの反響をいただきました。
　その第2回がついに9月22日（土）～11月11日（日）の期間に、中芸地域ならではの魅力を発信するべく22個のプロ
グラムを用意いたしました！興味のあるプログラムはあるでしょうか？是非、見つけてご参加ください！

お問い合わせ 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
ホームページ：http://yuzuroad.jp/

☎0887-30-1865
Facebookが新しくなりました。

ログインはこちらから→

ゆずとりんてつ

※詳細はチラシや冊子、下記フェイスブック・ホームページ等でご覧になることができます。

11
月

10日
11日
11日
11日

森林鉄道遺構と奈半利川３ダムを巡るツアー 【ダムカレー昼食付き♪】
森林鉄道・インクライン乗車体験＆遊歩道散策
秋じゃが収穫と手作り料理を「たの」しもう
むかご収穫＆味わい体験！！

9
月

魚梁瀬杉の歌がモネに響く夜。～世界で一本のギターと元いちむじん宇高さんのマリア－ジュ　
隧道カフェ in河口隧道
森林鉄道遺構と奈半利川３ダムを巡るツアー 【ダムカレー昼食付き♪】
杉の間伐作業体験＆森林散策
初めての方から学べる合気道教室

22日 
23日 
29日 
29日
30日 

10
月

6日
7・14・21・28日

8日
14日

14・21日
20日
20日
21日
22日
27日
27日
28日
28日

向学の道ウォ－キング（生家でのお接待付き♪）
完全天日塩と柚子アロマのバスボム作り体験
魚梁瀬（やなせ）ダム湖遊覧ツアー 【ダムカレー昼食付き♪】
古民家アロマレッスン
安岡のおばちゃんと本格ゆずうどん作り体験
金林寺見学ツアー
親子de安田唐浜ビーチコーミング体験
～ミステリアス仏頭の謎解きツアー＋カンバ餅とともに！～
シャモのイタリア料理コース
土佐郎とめぐる　安田をぶらりまち歩き
杉苗の植樹体験＆木の かばん加工場見学  【お弁当付き】
ゆずロード温泉サイクリングA Go Go
ちゃっとトマトの収穫＆ジュース作り体験

プログラム一覧

2018年9月15日（土）開催!!

Event：坂野志麻さんアコーディオン演奏、
’Okaokaウクレレ演奏、夜の園内ガイド、体
験コーナー、花の庭のライトアップ、飲食の出
店コーナーあり。カフェ、ショップ、工房も営業
します。詳しくはHPをご覧ください。

～明治維新から150年～
　　　中岡慎太郎達が切り開いたジャポニズムの流れ

◆期　間：2018年9月22日（土）
　　　　 ～12月10日（月）
◆会　場：フローラルホール

北川村の維新志士中岡慎太郎とクロードモネの同時代性を軸にし
た企画展です。晩年モネがテーマとした花々や自然の移ろいなどの
絵と、印象派と浮世絵の関連性をテーマとした
展示を行います。

北川村村民の皆さまは無料
　　（村民パスポートをご持参ください）

睡蓮の池にキャンドルが浮かび幻想的な雰囲
気に包まれる水の庭。光の画家モネならではの
風景を夕方から刻 と々変わる光と空気を意識
してお楽しみください。夜咲き睡蓮も必見です。
カフェでは一夜限りの特別メニューも登場！！

秋の花で寄せ植えを
作りませんか？
教室限定のランチ付です♪
開 催 日：10月6（土）・7日（日）
開催時間：10：00～13：00
料　　金：5,000円（定員各日40名）

会費 ： 正会員2,000円・賛助会員1,000円　※会員様はドリンク類が100円☆

北川村の宝☆中岡慎太郎先生の魅力を一緒に学び、
次世代へ伝えていきませんか??皆様のご賛同、心よりお待ちしております。

中岡慎太郎先生顕彰会　会員募集

北 川 村
馬 路 村
馬 路 村
馬 路 村
奈半利町

馬 路 村
馬 路 村
田 野 町
安 田 町

北 川 村
田 野 町
馬 路 村
田 野 町
田 野 町
馬 路 村
安 田 町
田 野 町
奈半利町
安 田 町
馬 路 村
北 川 村
安 田 町
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モネ
の

からの
お知らせ

★FBで日々の庭情報発信中。
　ぜひご覧ください♪

【お問い合わせ・ご予約】
北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
http://www.kjmonet.jp/　定休日：毎週火曜日

FAX

志国高知　幕末維新博外伝　第三章
印象派と浮世絵のボタニカルアート展

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413
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　　「少し販売してみようかな」と思いつき、早速収穫へ!!はさみを入
れるなり、柚子の香りがぷ～んと匂い、思わず目を閉じて堪能してしま
いました（笑）
　これぞ、北川村の香り☆収穫が楽しみですね。

『慎太郎柚園』

　9月の周辺整備は9月22日（土）を予定しております。ご迷惑をお掛け致しますが、ご協力をお願い致します。

中岡慎太郎館周辺景観整備

キャンドルナイト2018 in モネの庭
～移りゆく光～

◆開 催 日：2018年9月15日（土）
　　　　　 ※雨天時9月16日（日）に順延
◆開催時間：17：00～21：00（最終入園20：30）
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秋のガーデニング教室予約制

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.14 ～

日本遺産
Story #051
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グラムを用意いたしました！興味のあるプログラムはあるでしょうか？是非、見つけてご参加ください！

お問い合わせ 中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
ホームページ：http://yuzuroad.jp/

☎0887-30-1865
Facebookが新しくなりました。

ログインはこちらから→

ゆずとりんてつ

※詳細はチラシや冊子、下記フェイスブック・ホームページ等でご覧になることができます。
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気に包まれる水の庭。光の画家モネならではの
風景を夕方から刻 と々変わる光と空気を意識
してお楽しみください。夜咲き睡蓮も必見です。
カフェでは一夜限りの特別メニューも登場！！

秋の花で寄せ植えを
作りませんか？
教室限定のランチ付です♪
開 催 日：10月6（土）・7日（日）
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　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9

　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　（
総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
）

４
月
２６
日（
木
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大

会
（
前
宿
泊
）

４
月
２７
日（
金
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
８
日（
火
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

　（
田
野
町
役
場
）

５
月
１６
日（
水
）
　石
井
国
土
交
通
大
臣
来
村

　

国
道
４
９
３
号
、北
川
村
平
鍋

砂
防
事
業
視
察

　（
北
川
村
役

場

　村
長
、議
長
出
席
）

５
月
１３
日（
日
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１４
日（
月
）
　平
成
３０
年
度
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　

 

期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大

会
・
意
見
交
換
会

５
月
１６
日（
水
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
ヒ
ア

リ
ン
グ

　（
住
民
課
、産
業
課
）

５
月
１６
日（
水
）
　尾
崎
正
直
県
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）
　

５
月
２０
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５２
周
年
記

念
行
事

　

　
　
　
　
　
　
　陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　（
香
南
市
）

５
月
２１
日（
月
）
　迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

５
月
２３
日（
水
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２８
日（
月
）
　第
４３
回
議
長
副
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
火
）〜
６
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　渡
仏

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
パ
リ
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）

６
月
６
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会

　会
計
監
査

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
議
会
）

６
月
８
日（
金
）
　一
般
質
問
確
認
、受
理

　
　
　
　
　
　
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

６
月
１１
日（
月
）
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　全
員
協
議
会（
共
同
社
員
寮
、

小
水
力
発
電
、職
員
懲
戒
処

分
）

６
月
１２
日（
火
）
　市
町
村
振
興
協
会

　評
議
員

会

　（
高
知
県
自
治
会
館
）

６
月
１４
日（
木
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

６
月
１６
日（
土
）
　北
川
村
温
泉
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
温
泉
）

平
成
３０
年

第
２
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

上村　　誠 村長

濵渦　康雄 議員

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１５１７

発
注
件
数

１２２

完
了
件
数

２０

発
注
率

８０
％

１１
・
８
％

完
了
率

１３
・
３
％

０
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男



8
き

　  た
　  が

わ

9
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9

　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　（
総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
）

４
月
２６
日（
木
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大

会
（
前
宿
泊
）

４
月
２７
日（
金
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
８
日（
火
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

　（
田
野
町
役
場
）

５
月
１６
日（
水
）
　石
井
国
土
交
通
大
臣
来
村

　

国
道
４
９
３
号
、北
川
村
平
鍋

砂
防
事
業
視
察

　（
北
川
村
役

場

　村
長
、議
長
出
席
）

５
月
１３
日（
日
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１４
日（
月
）
　平
成
３０
年
度
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　

 

期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大

会
・
意
見
交
換
会

５
月
１６
日（
水
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
ヒ
ア

リ
ン
グ

　（
住
民
課
、産
業
課
）

５
月
１６
日（
水
）
　尾
崎
正
直
県
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）
　

５
月
２０
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５２
周
年
記

念
行
事

　

　
　
　
　
　
　
　陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　（
香
南
市
）

５
月
２１
日（
月
）
　迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

５
月
２３
日（
水
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２８
日（
月
）
　第
４３
回
議
長
副
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
火
）〜
６
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　渡
仏

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
パ
リ
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）

６
月
６
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会

　会
計
監
査

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
議
会
）

６
月
８
日（
金
）
　一
般
質
問
確
認
、受
理

　
　
　
　
　
　
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

６
月
１１
日（
月
）
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　全
員
協
議
会（
共
同
社
員
寮
、

小
水
力
発
電
、職
員
懲
戒
処

分
）

６
月
１２
日（
火
）
　市
町
村
振
興
協
会

　評
議
員

会

　（
高
知
県
自
治
会
館
）

６
月
１４
日（
木
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

６
月
１６
日（
土
）
　北
川
村
温
泉
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
温
泉
）

平
成
３０
年

第
２
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

上村　　誠 村長

濵渦　康雄 議員

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１５１７

発
注
件
数

１２２

完
了
件
数

２０

発
注
率

８０
％

１１
・
８
％

完
了
率

１３
・
３
％

０
％

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9

　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　（
総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
）

４
月
２６
日（
木
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大

会
（
前
宿
泊
）

４
月
２７
日（
金
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
８
日（
火
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

　（
田
野
町
役
場
）

５
月
１６
日（
水
）
　石
井
国
土
交
通
大
臣
来
村

　

国
道
４
９
３
号
、北
川
村
平
鍋

砂
防
事
業
視
察

　（
北
川
村
役

場

　村
長
、議
長
出
席
）

５
月
１３
日（
日
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１４
日（
月
）
　平
成
３０
年
度
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　

 

期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大

会
・
意
見
交
換
会

５
月
１６
日（
水
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
ヒ
ア

リ
ン
グ

　（
住
民
課
、産
業
課
）

５
月
１６
日（
水
）
　尾
崎
正
直
県
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）
　

５
月
２０
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５２
周
年
記

念
行
事

　

　
　
　
　
　
　
　陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　（
香
南
市
）

５
月
２１
日（
月
）
　迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

５
月
２３
日（
水
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２８
日（
月
）
　第
４３
回
議
長
副
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
火
）〜
６
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　渡
仏

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
パ
リ
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）

６
月
６
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会

　会
計
監
査

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
議
会
）

６
月
８
日（
金
）
　一
般
質
問
確
認
、受
理

　
　
　
　
　
　
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

６
月
１１
日（
月
）
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　全
員
協
議
会（
共
同
社
員
寮
、

小
水
力
発
電
、職
員
懲
戒
処

分
）

６
月
１２
日（
火
）
　市
町
村
振
興
協
会

　評
議
員

会

　（
高
知
県
自
治
会
館
）

６
月
１４
日（
木
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

６
月
１６
日（
土
）
　北
川
村
温
泉
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
温
泉
）



10
き

　  た
　  が

わ

11
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9

　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

9

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　（
総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
）

４
月
２６
日（
木
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大

会
（
前
宿
泊
）

４
月
２７
日（
金
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
８
日（
火
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

　（
田
野
町
役
場
）

５
月
１６
日（
水
）
　石
井
国
土
交
通
大
臣
来
村

　

国
道
４
９
３
号
、北
川
村
平
鍋

砂
防
事
業
視
察

　（
北
川
村
役

場

　村
長
、議
長
出
席
）

５
月
１３
日（
日
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１４
日（
月
）
　平
成
３０
年
度
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　

 

期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大

会
・
意
見
交
換
会

５
月
１６
日（
水
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
ヒ
ア

リ
ン
グ

　（
住
民
課
、産
業
課
）

５
月
１６
日（
水
）
　尾
崎
正
直
県
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）
　

５
月
２０
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５２
周
年
記

念
行
事

　

　
　
　
　
　
　
　陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　（
香
南
市
）

５
月
２１
日（
月
）
　迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

５
月
２３
日（
水
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２８
日（
月
）
　第
４３
回
議
長
副
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
火
）〜
６
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　渡
仏

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
パ
リ
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）

６
月
６
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会

　会
計
監
査

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
議
会
）

６
月
８
日（
金
）
　一
般
質
問
確
認
、受
理

　
　
　
　
　
　
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

６
月
１１
日（
月
）
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　全
員
協
議
会（
共
同
社
員
寮
、

小
水
力
発
電
、職
員
懲
戒
処

分
）

６
月
１２
日（
火
）
　市
町
村
振
興
協
会

　評
議
員

会

　（
高
知
県
自
治
会
館
）

６
月
１４
日（
木
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

６
月
１６
日（
土
）
　北
川
村
温
泉
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
温
泉
）



12
き

　  た
　  が

わ

13
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

9

　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　（
総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
）

４
月
２６
日（
木
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大

会
（
前
宿
泊
）

４
月
２７
日（
金
）
　合
区
の
早
期
解
消
促
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
８
日（
火
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

　（
田
野
町
役
場
）

５
月
１６
日（
水
）
　石
井
国
土
交
通
大
臣
来
村

　

国
道
４
９
３
号
、北
川
村
平
鍋

砂
防
事
業
視
察

　（
北
川
村
役

場

　村
長
、議
長
出
席
）

５
月
１３
日（
日
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
月
１４
日（
月
）
　平
成
３０
年
度
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　
　
　

 

期
成
同
盟
会
高
知
県
地
方
協
議

会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大

会
・
意
見
交
換
会

５
月
１６
日（
水
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
ヒ
ア

リ
ン
グ

　（
住
民
課
、産
業
課
）

５
月
１６
日（
水
）
　尾
崎
正
直
県
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）
　

５
月
２０
日（
日
）
　高
知
駐
屯
地
創
立
５２
周
年
記

念
行
事

　

　
　
　
　
　
　
　陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　（
香
南
市
）

５
月
２１
日（
月
）
　迂
山
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

５
月
２３
日（
水
）
　中
芸
地
区
商
工
会
定
期
総
会

（
安
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
月
２８
日（
月
）
　第
４３
回
議
長
副
議
長
研
修

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

５
月
２９
日（
火
）〜
６
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　渡
仏

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
パ
リ
、ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
）

６
月
６
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会

　会
計
監
査

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
議
会
）

６
月
８
日（
金
）
　一
般
質
問
確
認
、受
理

　
　
　
　
　
　
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

６
月
１１
日（
月
）
　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　全
員
協
議
会（
共
同
社
員
寮
、

小
水
力
発
電
、職
員
懲
戒
処

分
）

６
月
１２
日（
火
）
　市
町
村
振
興
協
会

　評
議
員

会

　（
高
知
県
自
治
会
館
）

６
月
１４
日（
木
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

６
月
１６
日（
土
）
　北
川
村
温
泉
落
成
式

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
温
泉
）

平
成
３０
年
３
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告



12
き

　  た
　  が

わ

13
き

た   
が   

わ

　平
成
３０
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
１
件
、承
認
６
件
、条
例
の
制
定
３
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、１
氏
が
、一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　本
年
３
月
３０
日
に
国
が
新
た
な
日
本
の
将
来

推
計
人
口
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、２
０
２
０
年
以
降
の
人
口
減
少
は
前
回
推
計

よ
り
も
大
き
く
、２
０
３
０
年
に
９
５
７
人
、２

０
４
０
年
に
は
８
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
し
ま

う
予
測
と
な
っ
て
お
り
、村
が
独
自
で
作
成
し
た

予
測
人
口
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　想
定
以
上
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、焦
ら

ず
、慌
て
ず
、今
の
取
組
を
一
つ
一
つ
成
し
遂
げ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、と
い
う
思
い
を
よ
り
一
層
強
く
い
た

し
ま
し
た
。

　「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
、実
行
３
年
目
を
迎
え
、こ
の
間
、最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
産
業
基
盤
の

構
築
、と
り
わ
け
、ゆ
ず
を
軸
と
し
た
園
地
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
北
川
モ
デ
ル
」と
呼
ば
れ
る

取
組
み
が
、早
け
れ
ば
１０
月
中
に
は
国
か
ら
認
定

さ
れ
、事
業
に
着
手
で
き
る
見
通
し
と
な
る
な
ど
、

実
行
の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

産
業
の
構
築
や
就
労
移
住
に
よ
り
人
口
を
外
か

ら
増
や
す
対
策
の
み
な
ら
ず
、子
育
て
環
境
の
整

備
や
元
気
に
長
生
き
が
で
き
る
た
め
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
は
、こ
の
３
年
間
に
地
方
創
生
の
取

組
み
に
よ
り
、現
れ
つ
つ
あ
る
芽
を
し
っ
か
り
と

花
が
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、戦
略
に
掲
げ

て
い
る
５
つ
の
基
本
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、

オ
ー
ル
北
川
村
で
対
応
で
き
る
よ
う
、更
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　今
年
４
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、最
大
２４

時
間
雨
量
１
９
６
㎜
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、村
道
釈
迦
ヶ
生
線
、林
道

西
谷
朝
日
出
線
が
、被
災
し
ま
し
た
。こ
の
２
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、国
庫
補
助
の
承
認
を
い
た
だ

く
た
め
、工
法
の
選
定
や
設
計
な
ど
、災
害
査
定

を
受
け
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　さ
る
５
月
に
、神
戸
市
の
大
栄
環
境
株
式
会
社
、

南
国
市
の
田
中
石
灰
工
業
株
式
会
社
、北
川
村
の

三
者
で「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月

１
日
現
在
で
耐
震
診
断
、耐
震
設
計
及
び
耐
震
改

修
そ
れ
ぞ
れ
３
件
の
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。　避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
目
的
や
作
成
方
法
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
な
ど
、今
年

度
中
に
残
り
の
９
箇
所
全
て
で
策
定
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　保
健
福
祉
関
係
で
は「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村

づ
く
り
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、村
民
の
皆
様
の

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
、

対
策
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健
福
祉
推
進

員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
受
診
勧
奨
の
成
果
も

あ
り
、平
成
２９
年
度
の
受
診
率
は
５０
・
０
％（
男
性

４５
・
５２
％
、女
性
５４
・
８９
％
）と
前
年
度
か
ら
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
引
き
続

き
受
診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、勧
奨
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、健
診
結
果
説
明

会
を
は
じ
め
、運
動
教
室
と
栄
養
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、村
民
の
皆
様
が
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、長
生
き
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
小
規
模
多
機
能
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、屋
根
部
材
に
C
L
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

林
野
庁
の
交
付
金
を
活
用
で
き
る
目
途
が
立
っ

た
こ
と
か
ら
、今
議
会
で
審
議
い
た
だ
く
補
正
予

算
に
建
設
工
事
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。今
後

は
、今
年
度
末
の
施
設
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、運
営
体
制
の
構
築
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
、

６
，１
５
１
件
、４
８
，３
８
０
千
円（
平
成
２８
年
度

３
，５
３
１
件
、２
３
，６
７
０
千
円
）と
な
り
、目

標
と
し
て
お
り
ま
し
た
３
０
，０
０
０
千
円
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」の
園
地
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
島
、宗
ノ
上
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
の

計
５
・
４
ha
で
、地
権
者
と
の
合
意
も
得
て
お
り
、

順
調
に
い
け
ば
１０
月
末
の
国
庫
補
助
決
定
を
受

け
、県
に
よ
る
実
施
設
計
に
取
り
か
か
る
予
定
で

す
。　野

友
地
区
で
行
う
園
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、４
月
２４
日
に
地
区
全
体
の
説
明
会
を
開
催

し
、約
４０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
後
は
事
業
実
施
の
対
象
エ
リ
ア
の
早
期
確

定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
島
の
災
害
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
を
利
用

し
た
和
田
日
曽
裏
地
区
の
園
地
造
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、８
月
頃
か
ら
始
ま
る
残
土
の
運
搬
に
対

応
で
き
る
よ
う
、現
在
、補
償
木
の
伐
採
な
ど
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、高
規
格
道
路
・
和
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
に
つ
い
て
、地
区
か
ら
の

要
望
と
事
業
費
を
鑑
み
た
県
と
の
協
議
に
よ
り
、

和
田
日
浦
地
区
で
の
新
た
な
園
地
造
成
を
検
討

し
て
い
ま
す
。今
後
、地
区
の
皆
様
に
対
す
る
説

明
会
を
安
芸
土
木
事
務
所
と
開
催
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ゆ
ず
園
地
の
造
成
完
了
を
睨
み
、新
規
就
農
者

に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
の
支
援
を
Ｊ
Ａ
土
佐

あ
き
と
協
議
し
て
き
た
結
果
、今
年
の
１０
月
か
ら

Ｊ
Ａ
の
技
術
職
員
１
名
を
村
に
常
駐
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
今
後
、ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
軸
と
な
る

栽
培
技
術
を
村
内
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、高
知
大

学
農
学
部
と
生
産
農
家
と
が
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
る
な
ど
、大
学
で
ゆ
ず
の
栽
培
技
術
を
学

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　北
川
村
温
泉
の
建
築
工
事
は
、５
月
２９
日
に
完

了
し
、６
月
１６
日
に
は
、落
成
式
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
支
援
、ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
関
係
者
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　モ
ネ
の
庭
の
今
年
度
の
入
園
者
数
は
、５
月
末

現
在
で
３
０
，４
１
２
名
と
昨
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　５
月
２８
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
、フ
ラ
ン

ス
パ
リ
及
び
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　訪
問
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
芸

術
学
士
院
及
び
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
財
団
と
北
川
村

「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
と
の
交
流
協
定
に
、

ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ
ジ
ラ
ー
ル
終
身
書
記
、ウ
ッ

グ
・
ガ
ル
理
事
長
、き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
和
田

社
長
と
私
が
サ
イ
ン
を
行
い
、岩
垣
議
長
立
ち
会

い
の
も
と
、厳
か
な
中
、友
好
的
に
締
結
を
終
え

ま
し
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、４
月
か
ら
新
た

に
１
人
の
隊
員
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。昨
年
着

任
し
た
隊
員
と
あ
わ
せ
て
２
名
体
制
で
、き
た
が

わ
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
支
援
や
、７
月
に
利
用
が
始

ま
る
移
住
お
試
し
住
宅
を
活
用
し
た
農
作
業
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
作
り
な
ど
、地
域
活
動
の
様
々
な

お
手
伝
い
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

■
共
同
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　企
業
や
団
体
が
共
同
で
借
上
げ
可
能
な
住
宅

に
つ
い
て
、県
や
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
と
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、村
が
建
設
用
地
を
整
備
し
、

県
住
宅
供
給
公
社
が
設
計
・
建
設
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
後
、こ
の

共
同
住
宅
に
ご
参
画
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体

を
募
る
と
と
も
に
、建
設
場
所
や
規
模
、管
理
運

営
の
方
法
な
ど
、具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

《
学
校
教
育
関
係
》

　３
月
に
第
３
回
保
小
中
一
体
化
在
り
方
検
討

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、形
式

的
な
組
織
の
一
体
化
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、保

小
中
か
ら
出
さ
れ
た
現
状
と
課
題
の
共
有
や
、発

達
段
階
に
応
じ
た
北
川
村
な
ら
で
は
の
系
統
的

な
教
育
を
構
築
し
て
い
く
、と
い
う
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

　５
月
に
は
県
教
育
委
員
会
に
ご
同
行
い
た
だ

き
、２
０
２
０
年
に
開
校
を
目
指
し
て
い
る「
軽

井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備
財
団
」へ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
風
越
学
園
で
は
、幼
小
中
を
一

つ
の
校
舎
に
組
み
込
み
、学
年
別
と
い
う
枠
を
越

え
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、自
己
主
導

の
学
び
を
大
切
に
し
た
学
校
を
目
指
し
て
お
り
、

北
川
村
の
取
組
に
大
い
に
参
考
に
す
べ
き
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、在
り
方
検
討
会
や
視
察
の
成
果
も
踏
ま

え
、０
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
を
見
据
え
た
北
川
村
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。そ
の
際
、２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
と
の

整
合
を
図
り
つ
つ
、地
域
を
知
っ
て
、地
域
に
自

信
を
持
ち
、主
体
的
な
学
び
の
場
を
実
現
す
る
た

め
の
指
導
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　５
月
１３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
８
回
中
岡

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
、村
内
外
か
ら
計
５
２
７
名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、大
き
な
事
故
も
な
く
、無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
か
ら

は
、「
大
雨
で
し
た
が
、ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
、例
年
同
様
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本
大
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、実
行
委

員
会
を
始
め
村
内
外
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
２
９
８
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、雨
の

中
、沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
、ま

た
、ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
各
社
に
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま
し
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務

　②
介
護
保
険
業
務

　③
火
葬
場
業
務

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

５
つ
の
基
本
政
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
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　３０
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
は
や
２
ヶ
月
が

経
過
し
た
。施
政
方
針
で
５
つ
の
基
本
政
策
に
つ

い
て
、予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
目
標
に
努
め
る
、と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、現
在
の
進
捗
を
問
う
。

 

答

　村
長

　北
川
村
は
５
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
、２
つ
の

目
標
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
が
、「
北
川
村
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
を
作
る
こ

と
」、２
つ
目
が「
北
川
村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
」で
す
。

　こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
私
が
村
長
に

就
任
後
、「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」を
策
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
ご
と

に
目
標
値
を
掲
げ
執
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
際
、村
職
員
に
対
し
て
常
々
話
し
し
て

い
る
の
は
、単
に
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
る
、

こ
な
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
は
駄
目
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。何
の
為
に
事
業
を
進
め
て
い
る
の

か
、そ
の
成
果
は
ど
の
程
度
ま
で
到
達
し
て
い
る

の
か
、進
ん
で
無
い
場
合
は
そ
の
課
題
は
何
な
の

か
を
常
に
検
証
し
、必
要
で
あ
れ
ば
事
業
を
見
直

し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
成
果
を
常
に
意
識
し
た

事
業
の
進
捗
管
理
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、村
職
員
の
み
で
目
標
を
達
成
す
る
事

は
不
可
能
で
す
。議
員
の
皆
様
、村
民
の
皆
様
と

一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
、北
川
村
が
将
来
に

向
け
て
生
き
残
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の

為
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を
村
民
の
皆

様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

極
め
て
需
要
だ
と
思
い
ま
す
。私
か
ら
各
担
当
課

長
に
は
、「
い
か
に
住
民
の
皆
様
の
波
を
起
こ
せ

る
か
」と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
い
て
お
り
ま

す
。地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
年
度
は
そ
う
い
っ
た

「
事
業
の
成
果
」と
、「
村
民
の
皆
様
の
意
識
」と
い

う
点
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　施
政
方
針
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、こ
の
よ
う
な

基
本
方
針
の
も
と
３
年
目
を
迎
え
る
中
で
、目
標

に
対
す
る
成
果
と
い
う
も
の
さ
し
で
考
え
た
と

き
に
、芽
が
出
て
き
つ
つ
あ
る
も
の
、ま
だ
畑
を

耕
し
、種
を
撒
い
て
い
る
段
階
の
も
の
、そ
れ
ぞ

れ
に
進
捗
は
異
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
の
性

質
に
よ
っ
て
、比
較
的
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
視
点
で
検
証
い
た
し
ま
す
と
、ま

ず
、産
業
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
長
を
は
じ

め
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、後
押
し
を
受
け
、国

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
基
盤
整
備
事
業
が

新
た
に
創
設
さ
れ
る
な
ど
、政
策
を
推
し
進
め
る

為
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
こ
ろ
へ
き

て
お
り
ま
す
。

　今
後
基
盤
整
備
と
並
行
し
て
、規
模
拡
大
農
家

や
新
規
就
農
者
の
確
保
、そ
し
て
産
地
と
し
て
の

栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
い
ま
す
。

　生
活
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、「
日
本
一
元
気

な
長
寿
村
づ
く
り
」や「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充

実
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
推
し
進
め
て

い
く
中
で
、1

人
で
も
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
取

組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
参
画
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　健
康
福
祉
分
野
で
は「
要
介
護
率
が
日
本
一
低

い
自
治
体
」を
目
指
し
、今
年
度
新
た
に
健
診
結

果
の
説
明
会
や
運
動
教
室
、栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　教
育
分
野
で
は
、「
保
小
中
の
一
体
化
」を
進
め

て
い
ま
す
。

　５
月
に
は
３
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
一
貫
教
育

を
目
指
し
て
い
る「
軽
井
沢
風
越
学
園
設
立
準
備

財
団
」の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
視
察
の
成
果
も
踏
ま
え
、平
成
３２
年

度
か
ら
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　「
生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
」に
つ
い
て
、宗
ノ

上
、小
島
、二
タ
又
、久
江
ノ
上
の
４
地
区
で
約

５
・
４
ha
の
整
備
を
目
指
し
、今
年
５
月
か
ら
県

や
国
と
事
業
計
画
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、平
成
３１
年
度
後

半
か
ら
基
盤
整
備
の
順
次
完
了
を
見
据
え
、ま
ず

は
村
民
の
皆
様
、次
に
ご
家
族
や
ご
親
族
の
方
々
、

そ
し
て
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
、さ
ら
に
移
住

者
と
対
象
者
ご
と
に
声
掛
け
を
し
、規
模
拡
大
農

家
や
就
農
希
望
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
３０
年
度
に
は
、２
名
の
新
規
就
農
者
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　専
業
農
家
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、ゆ
ず

栽
培
の
技
術
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

ゆ
ず
栽
培
の
技
術
研
究
で
全
国
的
に
評
価
を
得
て

い
る
高
知
大
学
と
の「
学
び
の
場
づ
く
り
」に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま
す
。

 

答

　教
育
長

　

　「
子
育
て
支
援
教
育
の
充
実
、家
庭
教
育
の
充

実
」に
つ
い
て
は
、規
律
や
礼
儀
を
思
い
や
り
、自

然
へ
の
対
応
と
い
っ
た
こ
と
を
自
然
と
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　親
子
で
参
加
す
る
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
、

ま
ず
親
子
の
絆
を
深
め
て
行
く
、そ
れ
か
ら
様
々

な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

と
い
っ
た
こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
育
所
で
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
の

啓
発
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「
子
ど
も
の
い
た
み
、親
の
痛
み
〜
子
ど

も
の
気
持
ち
に
よ
り
添
う
〜
」と
題
す
る
家
庭
教

育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
は
高
知
大
学
と
連
携
し
て
、家
庭
教

育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
開
設
す
る

予
定
な
ど
、色
々
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
親
子
で
取
り
組
む
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
保
小
中
の
一
体
化
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、保

育
所
で
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
培
っ
た
学
び
の

芽
生
え
、人
と
の
か
か
わ
り
を
小
学
校
に
お
け
る

健
や
か
な
育
ち
・
学
習
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

で
、昨
年
、保
小
連
携
事
業
で
取
り
ま
と
め
を
し

ま
し
た
。

　そ
の
活
動
案
を
実
践
に
移
し
て
、０
歳
か
ら
１５

歳
ま
で
の
１５
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
応
じ
、個
性
を
大
切
に
し
た
系
統
的
な
教

育
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
検
証
し
て
い
く
と
い

う
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、先
生
方
、こ
れ
に
関

わ
る
教
育
委
員
会
や
教
育
委
員
も
一
緒
に
な
っ

て
視
線
、視
野
を
同
じ
く
し
て
考
え
て
い
く
た
め
、

５
月
１８
日
に
鳴
門
教
育
大
学
か
ら
講
師
を
招
聘

し
ま
し
て
、特
に
保
育
か
ら
小
学
校
へ
の
連
携
教

育
の
た
め
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
れ
か
ら
北
川
村
の
子
ど
も
達
が
主
体
的
に

自
己
を
発
揮
し
自
尊
感
情
が
高
ま
る
と
い
う
こ

と
で
北
川
村
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
、ど
の
よ
う
な

結
果
で
あ
っ
た
の
か
。

 

答

　教
育
長

　

　み
ど
り
保
育
所
の
、２７
名
中
１５
名
の
保
護
者
が

出
席
し
ま
し
た
。保
護
者
か
ら
は
、「
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
大
事
さ
が
分
か
り
、家
庭
で
実
際
に

や
っ
て
み
る
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

 

答

　建
設
課
長

　「
生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
」に
つ
い
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。石
ノ
内
線
の
道
路
改
良
工

事
は
、分
譲
住
宅
造
成
工
事
と
セ
ッ
ト
で
、工
事

を
行
い
、１０
月
完
成
を
目
途
に
施
工
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
　

　分
譲
住
宅
工
事
は
、昨
年
度
か
ら
繰
越
事
業
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、宅
地
部
分
の
盛
土
や

下
水
管
及
び
水
道
管
の
設
置
、排
水
路
な
ど
を
施

工
中
で
、工
事
の
出
来
高
と
し
て
は
２０
％
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　野
川
地
区
の
飲
料
水
供
給
施
設
は
、今
年
度
中

に
配
水
池
や
詳
細
設
計
を
行
い
、上
流
部
の
五
人

組
か
ら
羽
毛
地
区
の
一
部
ま
で
の
管
路
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。

　簡
易
水
道
の
更
新
事
業
は
、今
年
度
中
に
配
水

池
以
外
の
管
路
の
詳
細
設
計
を
完
了
す
る
予
定

で
、今
月
中
に
委
託
業
務
を
発
注
す
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。

9

　石
ノ
内
線
の
、用
地
買
収
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　建
設
課
長

　

　用
地
に
つ
い
て
は
一
部
、地
権
者
と
交
渉
中
で
、

ま
だ
す
ぐ
に
契
約
に
至
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

9

　ど
の
よ
う
な
路
線
計
画
で
、何
が
、原
因
で

交
渉
が
進
ま
な
い
の
か
。

 

答

　村
長

　路
線
計
画
は
、基
本
的
に
一
番
良
い
と
考
え
ら

れ
る
位
置
で
計
画
し
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け

そ
の
方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
対
象
に
な
っ
て
い
る
所
は
来
年
度
の
工
区

の
部
分
で
あ
り
、で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
処
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9

　役
場
に
無
理
矢
理
取
ら
れ
た
よ
う
な
形
に

せ
ず
に
、解
決
す
る
方
法
は
あ
る
と
思
う
。

　一
度
示
し
た
路
線
は
、変
え
ら
れ
な
い
で
な
く
、

変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
な
手
段
が
、と
れ
な
い

か
。地
権
者
に
十
分
に
説
明
し
て
、誠
意
を
持
っ

た
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

答

　建
設
課
長

　

　今
す
ぐ
路
線
を
変
え
る
と
は
、お
答
え
し
に
く

い
で
す
が
、重
ね
て
継
続
し
て
、間
を
お
か
な
い

よ
う
な
形
で
話
し
て
、何
と
か
解
決
し
、や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　村
長

　

　路
線
に
つ
い
て
は
、石
ノ
内
線
以
外
の
村
道
改

良
等
々
出
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
時
、そ
の
都
度

変
更
は
、難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
計
画

路
線
を
通
し
て
、そ
の
中
で
調
整
が
き
く
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
鑑
み
た
上
で

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
　先

ほ
ど
建
設
課
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、き
ち
っ

と
地
権
者
と
対
応
し
な
が
ら
そ
の
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

答

　総
務
課
長

　「
村
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　住
宅
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、昭
和
５６
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
、３
９
０
戸
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
昨
年
、担
当
職
員
が
建
築
士
と
と
も
に
２
５

９
件
に
戸
別
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
現
在
１
８
７
戸
の
耐
震
診
断
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、耐
震
の
改
修
が
終
わ
っ

て
い
る
案
件
が
６７
戸
と
い
う
こ
と
で
、約
１
２
０

戸
が
、診
断
か
ら
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　今
年
は
避
難
所
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
９
地

区
で
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、９
月
２
日
に
は
、村
内
一
斉
防
災
訓
練

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　役
場
職
員
も
、色
ん
な
災
害
の
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、災
害
時
対
応
訓
練
と
い
う

事
で
、安
芸
の
地
域
本
部
と
、安
芸
福
祉
保
健
所

の
方
々
に
協
力
頂
い
て
、８
月
に
職
員
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

答

　住
民
課
長

　「
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
末
永

く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
を
目
指
し
、要
介
護
率
の

低
下
を
目
標
に
本
年
度
か
ら
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
り
、対
象
者
１
７
１
名
の
う
ち
１

４
０
名
の
方
に
対
し
て
個
別
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
、２９
年
度
は
第
１
目
標
の
受
診
率
５
０
％
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　２９
年
度
か
ら
が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、本
年
度

小
島
会
場
で
行
っ
た
が
ん
検
診
で
は
、１
１
７
名

が
受
診
し
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
健
康
づ
く
り
の
意
識
と
活
動
を
行

う
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、北
川
村
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
実
施
し
、４３
名
の
住
民
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
運
動
と
か
、食
事
、禁
煙
な

ど
、自
分
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　今
年
か
ら
新
た
に
検
診
結
果
の
説
明
会
、運
動

教
室
、そ
れ
か
ら
栄
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
と
保
健
福
祉
推
進
員
、栄
養
士
、運
動
指

導
士
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

　是
非
、住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
い
て
自
分

の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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　受
診
率
の
目
標
に
つ
い
て
、今
年
度
は
も
っ

と
上
を
目
指
す
の
か
。

 

答

　住
民
課
長

　第
一
目
標
が
５０
％
で
、３１
年
度
に
は
５６
％
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

  

慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

9

　中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

　悪
天
候
の
中
、今
年
度
の
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
は

無
事
に
実
行
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
今
後
の
運

営
方
針
を
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

 

答

　村
長

　改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
支
援
ご
協

力
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　初
め
て
の
悪
天
候
の
中
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
て
準
備
、対
応
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、ラ
ン
ナ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、例
年
通
り
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

方
か
ら
は
、大
半
の
方
か
ら
今
後
も
依
頼
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
と
の
返
事
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、地
域
と
し
て
何
か
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
取
り
組
み
に
共
感
し
、意
義
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
う
か
が
え
ま
す
が
、積

極
的
に
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
方
は
、実
際

に
は
少
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
す
。

　マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
運
営
面
が
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、人
々
の
交
流
、つ
な
が

り
の
強
化
、地
域
の
活
性
化
、観
光
の
振
興
、そ
う

い
っ
た
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、大
会
主
旨
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
む
つ
み
を
深
め
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
自

身
は
、感
じ
て
い
ま
す
。

　経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、宿
泊
で
き
る
人
数
に

は
限
り
が
あ
り
、５
０
０
何
名
が
来
た
と
し
て
も

ほ
ん
の
一
部
し
か
泊
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
配
布
す
る
弁
当
等
、そ
う

い
っ
た
事
が
限
界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
そ
れ
以
上
に
住
民
の
意
識
と
し
て
本
当

に
こ
の
大
会
が
一
致
団
結
し
て
い
く
の
で
あ
れ

ば
続
け
て
い
く
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　回
を
重
ね
る
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、高
齢
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
大
会
の
反
省
会
を
含

め
た
実
行
委
員
会
で
、そ
の
辺
り
も
含
め
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、今
後
の
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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　小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、現
在
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

 

答

　村
長

　村
長
就
任
後
、議
員
の
皆
様
に
小
水
力
発
電
に

関
し
て
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
進
め
た
い
旨
を

協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、整
備
す
る
発
電
施
設
か
ら
変
電
所
ま

で
の
電
力
を
送
る
た
め
の
送
電
線
が
無
い
、更
に

変
電
所
か
ら
送
電
に
必
要
な
送
電
枠
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、対
応
可
能
な
候
補
地
の
探
索

を
行
い
つ
つ
、送
電
線
の
枠
と
い
う
も
の
も
確
保

で
き
る
時
期
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
２９
年
度
に
新
た
に
東
部
エ
リ
ア

で
接
続
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
と
い
う
情
報

を
得
ま
し
た
。

　村
内
で
現
状
、採
算
性
を
有
す
る
候
補
地
が
矢

筈
、蛇
谷
、宗
ノ
上
の
３
地
区
で
し
た
。そ
の
３
地

区
で
接
続
す
る
施
設
の
募
集
が
、１２
月
１４
日
に
開

始
さ
れ
て
、応
募
を
し
て
お
り
ま
し
て
、先
月
の

５
月
２５
日
に
３
箇
所
と
も
合
格
の
判
断
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
は
、取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
電
源
広
域

的
運
営
推
進
機
関
の
検
討
が
加
え
ら
れ
、７
月
に

優
先
系
統
連
係
希
望
者
の
決
定
が
な
さ
れ
、そ
の

後
９
月
に
再
接
続
検
討
結
果
と
い
う
も
の
が
判

断
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　村
と
し
て
は
、合
格
回
答
の
中
で
示
さ
れ
た
発

電
所
か
ら
変
電
所
へ
の
接
続
経
費
、い
わ
ゆ
る
工

事
負
担
補
償
金
金
額
、そ
し
て
接
続
系
統
図
に
基

づ
い
た
試
算
の
中
で
、再
度
、採
算
性
と
事
業
性

を
精
査
し
ま
す
。

　そ
の
精
査
の
結
果
と
、電
源
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
判
断
と
い
う
も
の
を
鑑
み
、原
案
の
変
更

を
行
う
べ
き
か
、あ
る
い
は
示
さ
れ
た
内
容
ど
お

り
で
進
め
る
べ
き
か
を
判
断
す
る
事
と
な
り
ま

す
。　以

上
の
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、９
月
の
定

例
会
前
に
は
、あ
ら
か
た
を
示
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

平
成
２９
年
度
北
川
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て（
承
認
第
２
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

地
方
自
治
法
第
２
０
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

る
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に

そ
の
支
給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認

第
３
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
４
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て

（
承
認
第
５
号
）

　全
員
賛
成

　（
承
認
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
６
号
）

　　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　（
議
案
第
２
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
３
号
）

　
　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て（
議
案
第
４
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
０
，４
１
３
千
円

を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
２
，３
９
９
，

９
２
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　賛
成
多
数

　（
可
決
）

３
月
１０
日（
土
）
　北
川
中
学
校
卒
業
式

３
月
１２
日（
月
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　介
護
保
険
制
度
勉
強
会

　
　

（
北
川
村
役
場
）

３
月
１２
日（
月
）
　北
川
村
観
光
協
会
会
議

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
村
民
会
館
）

３
月
１６
日（
金
）
　中
芸
５
町
村
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　（
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

３
月
１７
日（
土
）
　「
や
な
せ
・
う
ま
じ
水
源
の
森
」

交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
丸
山
公
園
、小
石
川
山
）

３
月
１８
日（
日
）
　尾
崎
正
直
後
援
会
拡
大
幹
事

会

　城
西
館（
高
知
市
）

３
月
２２
日（
木
）
　北
川
小
学
校
卒
業
式

３
月
２２
日（
木
）
　平
成
３０
年
第
１
回
ご
め
ん
・
な

は
り
線
活
性
化
協
議
総
会

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
安
芸
総
合
庁
舎
）
　

３
月
２３
日（
金
）
　中
芸
広
域
連
合
定
例
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）
　

３
月
２４
日（
土
）
　み
ど
り
保
育
所
卒
園
式

　

３
月
２６
日（
月
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　評
議
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
県
自
治
会
館
）

３
月
２７
日（
火
）
　安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定

例
会

　（
愛
光
園
）
　

３
月
２７
日（
火
）
　移
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

会

　（
北
川
村
役
場
）

３
月
２７
日（
火
）
　慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会

　（
北
川
村
民
会
館
）

３
月
３１
日（
土
）
　高
野
光
二
郎

　「
３
回
目
の
国

政
報
告
会
Ｉ
Ｎ

　高
知
」

　
　
　
　
　
　
　（
高
知
市
）

４
月
６
日（
金
）
　全
員
協
議
会

　（
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
他
）

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
役
場
）

４
月
７
日（
土
）
　北
川
村
戦
没
者
追
悼
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
遺
族
会
館
）
　
　

４
月
１３
日（
金
）
　交
通
安
全
街
頭
指
導

　

　
　
　
　
　
　
　（
久
府
付

　三
叉
路
）
　

４
月
１３
日（
金
）
　尾
崎
卓
爾
記
念
碑
除
幕
式

　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
野
川
）

４
月
１７
日（
火
）
　阿
南
安
芸
自
動
車
道
野
根
〜

安
倉
に
お
け
る
道
路
計
画
に

お
け
る
意
見
交
換
会（
国
土
交

通
省
、高
知
県
道
路
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

４
月
２３
日（
月
）
　北
川
村
議
会

　総
務
産
業
建

設
常
任
員
会

　

　
　
　
　
　
　
　
 

財
政
勉
強
会
・
平
成
３０
年
度

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
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総
務
課
、

建
設
課
、教
育
委
員
会
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４
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２６
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の
早
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促
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４
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区
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北
川
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、議
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出
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「 ジ ョ ブ カ フ ェ こ う ち 」 へ ！
ぜひお気軽にお越し下さい。

ジョブカフェでの主なサポート
▶「仕事力パワーアップ事業」の支援メニュー
　よくわかる就職セミナー・業界研究・企業見学・少人

数セミナー
　職場体験講習／短期間の就労体験で早期就職を応

援
　就職まで全力で支援していきます。
▶就職相談／キャリアコンサルタント(仕事に関する専

門的な相談員)が就職のための相談、対応をします。
▶履歴書・職務経歴書の書き方指導
▶面接対策／事前にやっておくと役立つ模擬面接です。
▶職業適性診断／所要時間１５分程度の適性診断です。
▶職業訓練情報の提供／職業訓練に関する情報を入手

できます。

▶就職支援セミナー・職場定着セミナーの実施
　専門講師によるセミナーを行います。
　※サポートメニューは全て無料です。
　詳しくは、ホームページをご覧下さい。

午前１０時～午後７時（年中無休、但し、
年末年始は除く)

開所時間

高知県就職支援相談センター  ジョブカフェこうち
☎088-802-2025  FAX：088-823-7005
E-mail： info@jobcafe-kochi.jp
U R L： http://jobcafe-kochi.jp/

お問合せ

　 ８月３日、4日に保健センターにて、健診結果を正しく理解し、生活の見直しに役立てていただくため説明会を行
いました。2日間で37名のみなさまにご参加いただきました。
　健診結果の見方だけでなく、減塩などの食生活のお話や、ご自宅でできるストレッチやウォーキングなどの運動の
ポイントを学びました。
　今年度の説明会は終わりましたが、健診結果や健康のお悩みなどありましたら、保健師がご相談にのりますので、
住民課までお気軽にお問い合わせください。

健診結果説明会を行いました！健診結果説明会を行いました！

　8月18日に保健センターにて、健康な体づくりを目的として運動
教室を行いました。
　お子様連れのお母さんをはじめ、幅広い年代の方々にご参加いた
だき、24名の方が体を動かしました。
　9月～3月まで
毎月教室を開催し
ますので、ぜひご
参加ください。

運動教室 「きたがわフィットネス教室」 を行いました！運動教室 「きたがわフィットネス教室」 を行いました！

【紹介】 参加者の皆さまからの声
・みんなで運動して楽しかった

・先生がおもしろかった

・個人的に質問できて良かった

1９：00～
1３：00～
1９：00～
1３：00～
1９：00～
1３：00～
1９：00～

ゆがみをリセット！きれいな姿勢づくり
簡単継続！ウォーキングのポイント
家にあるもので簡単に！ペットボトルを使ったダンベル体操
脱！ぽっこりお腹　フィットネス
引き締まった体へ！タオルエクササイズ
運動不足撃退！おしり引き上げ・すっきり二の腕引き締め
バランスボールで楽しく！体幹トレーニング

9月14日
10月20日
11月16日
12月15日

1月25日
2月23日
3月15日

金
土
金
土
金
土
金

日　程 時間（受付は30分前より） 内容（1時間30分程度）

場　所：保健センター
予約制：住民課まで　☎32－1214きたがわフィットネス教室の予定

高知で働きたい若者を応援します　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

■［高知県委託事業］高知県就職支援相談センター事業

大雨のとき命を守る

平成30年7月豪雨

～5つのお願い～

避難の呼びかけがあれば、すぐ
避難！早め早めに避難の準備！

避難所への移動が困難な場合
は、2階など高いところに避難！

山側から遠くの部屋や建物に避
難！山からできるだけ離れる!

1. 「早く」避難 2. 「高く」避難 3. 「遠く」避難

増水した川や水路には、絶対に
近づかない！流される恐れあり！

大雨の中や浸水している屋外を
運転したり出歩くのは大変危険！

4. 「近づかない」

5. 「出歩かない」

・総降水量の全国上位10地点のうち高知県が6地点
・高知県で初めての大雨特別警報

県内各地で大きな被害！ 引き続き要警戒！！

避難のあり方 ①避難の呼びかけがあれば、すぐに避難所まで避難しましょう！
②避難所への移動が危険な場合は、自宅の2階や安全な部屋などへ避難しましょう！

高知県の防災情報については、こうち防災情報ホームページ
http://kouhou.bousai.pref.kochi.lg.jp/
県内の雨や水位の状況、土砂災害の危険度など災害に
備えるための情報を確認できます。

高知県危機管理・防災課
ＴＥＬ：088-823-9320　Ｅ-mail：010101@ken.pref.kochi.lg.jp

浸水被害 土砂災害 道路被害 河川被害

お問い合わせ先

専用サイトＱＲコード▶ 専用サイトＱＲコード▶
スマートフォン 携帯電話

1位　馬路村魚梁瀬　1852.5ミリ
2位　本山町本山　　1694.0ミリ
3位　香美市繁藤　　1389.5ミリ

子どもが遊べる
小さなスペースをご用意！
一緒に参加も　　
　　できます。
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　県では、会員制のお引合せシステム「高知で恋しよ!!マッチング」による、出会いへの
支援を希望する独身の方の1対1の出会いのサポートを行っています。会員数は1,100
人、お引合せ数は843組（平成30年３月末時点）で、これまでに20組以上のカップルがご
成婚されております。
　県内３か所に設けられた「こうち出会いサポートセン
ター」で、お会いしたいお相手のプロフィール閲覧、お引合
せの申し込みができます。
　30年度からは、「高知で恋しよ!!マッチング」をご利用し
やすくするため、出張形式での登録閲覧会を拡充し、開催
しております。
　皆様のご来所お待ちしております。

　２つ以上の病院などの医療機関からお薬が出ていると、同じ効果のお薬があったり、飲み
合わせが悪いなどの問題が起こることがあります。　
　そこで、同じ時期に２つ以上の医療機関にかかっていて、多くの種類のお薬が出ている方には、10月から県と北
川村が共同で、「お薬情報のお知らせ」をお届けします。「お知らせ」が届いた方は、いつも行っている薬局や医療機
関にこの「お知らせ」を持って行ってご相談ください。
　また、日頃から「お薬手帳」や「かかりつけ連携手帳」を利用して、お薬と上手につきあいましょう。

　北川村教育委員会で取り寄せたい本をお申し込みください。
最短２～３日で本が教育委員会に到着します。送料は無料です。
※到着までに日数が係る場合や取り寄せできない本があります。

　今年４月より、北川村に着任した中村武志です。私の活動について紹介させていただ
きます。現在の活動ではきたがわマルシェ集荷・運営、美観活動、集落活動などのお手伝
いをし、多くの村民の方々と交流ができています。
　今回は、私の特技（茶道）であるお茶の接待の状況を報告します。島地区の百歳体操
の集まりで、お茶会をしました。和菓子は手作りのゆず饅頭。食べれば、ゆずの香りがして
ました。美味しかったです。「まさか、こんな山奥でいただけると思ってもなかった。」「９０（歳）まで生きといて
…、もう一度飲みたかった。」初めての方は「にがくない。もっとにがいと思うちょったけど。」「美味しい。」とお声
もいただいておりました。他の地区の方もいかがですか？楽しいお茶会を開いてみませんか。

粗 大 ゴ ミ 福 祉 収 集 事 業 の お 知 ら せ
　ご家庭の不燃性粗大ごみ及び可燃性粗大ごみを、長山ごみ処理場及び安芸メルトセン
ターへ搬出することが身体的に困難で、身近な人等の協力を得られない高齢者や障がい
者の方を主な対象として、ご家庭まで収集にうかがう「粗大ゴミ福祉収集事業」を行って
います。

自己で搬出が困難な高齢者及び障が
い者

対 象 者

毎月１回（第２水曜日）
※祝日の場合は翌日

訪 問 収 集 日

収集作業は無料です。
但し、収集したゴミ処理料は有料とな
ります。

個別収集料金

収集の対象物は、村が各家庭に配布
している「ごみ分別パンフレット」に記
載する長山ごみ処理場及び安芸メル
トセンターに搬入できるごみです。

収集の対象物

次に掲げる粗大ごみについては、収集の対象としま
せん。
・リサイクル家電(エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・乾燥機)
・農薬等の有害物・ガスボンベ・消火器等・バッテリー

等処理困難物・危険物

・長尺物、重量物等、作業員が容易に車両へ積み込むこ
とができないもの。

・取り外し作業、解体作業等が必要なもの。
・その他、運び出すことが著しく困難であると認められ

るもの。

収集の対象とならないもの

・収集を実施するときは、依頼者の立会いのもとに行い
ます。

・家の敷地入り口に出されたごみを収集しますので、収
集できるよう準備して下さい。

・申込件数により希望する収集日に収集できない場合
があります。

収集にあたって

粗大ゴミ福祉収集事業を希望する方、お問合せは、電
話又は直接住民課にご連絡下さい。収集日の５日前ま
でに予約が必要です。

北川村役場　住民課　☎0887ｰ32ｰ1214

申込み方法及び、問い合わせ先

「高知で恋しよ!!マッチング」について

【費用】　◆入会登録料：10,000円（2年間有効）
　　　　◆お引合せ時：1回につき1人2,000円
　　　　　（お引合せ時の飲物代等）

来所の際には、事前に「高知で恋しよ!!

マッチング」からの予約が必要です。

高知で恋しよ!!マッチング

「高知で恋しよ!!マッチング」のご利用は「こうち出会いサポートセンター」で！
【高　知】高知市駅前町5-5大同生命高知ビル2F （TEL）088-821-8081
【安　芸】安芸市本町3丁目11-5安芸商工会館1F（公社）安芸法人会内 （TEL）0887-37-9191
【四万十】四万十市中村小姓町46中村商工会館2F（公社）幡多法人会内 （TEL）0880-34-8171

〔お問合せ先〕こうち出会いサポートセンター ☎088-821-8081
高知県地域福祉部少子対策課 ☎088-823-9717

「お薬情報のお知らせ」が始まります！
国保の被保険者の皆様へ

お気軽にお問い合わせください。　☎32-1223

北川村民会館内　図書室では、

オーテピア高知図書館の本を
借りることができます！

地域おこし協力隊員の活動

中村　武志
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日本年金機構からのお知らせ

◆年金受給権者の氏名変更届の届出が原則不要となりました
　平成30年３月5日から、日本年金機構が住民基本台帳ネットワークの情報を基に年金受給権者の方の氏
名変更を行うことにより、年金受給権者の方の氏名変更届の届出が原則不要となりました。
　受給権者の方が氏名を変更した時は、日本年金機構から、変更後の氏名の年金証書への交換や年金振込
先金融機関の口座名義の変更手続きをご案内する「氏名変更のお知らせ」が送付されますので、必要な手続
きを行ってください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々
50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い「6 ヶ月前納」

「1年前納」「2年前納」もあり大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出
印を持参の上、ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

◆国民年金保険料は口座振替がお得です！

　ペイジーなら、自宅や外出先から、夜間や休日でも納付ができ便利です。
　納付書の左側に記載されている、「収納機関番号」、「納付番号」、「確認番号」をペイジー対応
のATM、インターネットバンキングまたはモバイルバンキングの画面に入力するだけで納付で
きます。
　但し、コンビニエンスストア内に設置されている複数の銀行に対応しているATM
では利用できませんので、ご注意ください。

◆納付書での支払ならPay―easy（ペイジー）が便利です！

※日本年金機構でマイナンバーが未収録となっている方や、海外居住等でマイナンバーが指定されてい
ない方は、引き続き氏名変更届の届出が必要です。

※日本年金機構のマイナンバーの収録状況は、「ねんきんネット」から確認することができます。

出張年金相談開設日程（南国）

9月  6日（木）10：00～12：00／13：00～15：00
 安芸市総合社会福祉センター

 予約制（南国年金事務所へ申し込み）

9月２7日（木）11：00～12：00／13：00～15：00
 室戸市役所　

 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

年金相談の予約受付専用電話開設のお知らせ
年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。
ご予約いただくと……

今回ご予約のお電話がつながりやすくなるよう、相談予約の受付番号が新たに解説されました。

○週末の年金相談
・9月8日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

～熱中症に注意！！～9月

保健だより
まだまだ暑い日が続きます。

元気に乗り切り
ましょう！

●めまい・立ちくらみ・こむ
ら返り・手足のしびれ
●頭痛・はきけ・力が入ら
ない
●意識がもうろうとする・
けいれん・歩けない

①涼しいところに移動
②脇の下・太ももの付け根な
どを冷やす
③水分を飲む、塩分を摂る
④ひどい場合は救急車を呼
ぶ!!

危険!!こんな症状が出たら、熱中症かも！？

栄養を取ろう！

部屋は涼しく
風通し良く！
（28℃を超えない）

休息を取ろう！

衣服の調整を
しよう！

体調を
整えよう！

水分・塩分を
取ろう！

日光に当たり
すぎない！

①お客様のご都合に合わせて、スムーズに相談できます！
②相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します！

予約受付専用番号 ０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル）

受付時間 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

※予約相談希望日の1ヶ月前から前日まで受付しています。
※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。
※当日の予約をご希望の場合は、お近くの年金事務所にお問い合わせください。
　南国年金事務所：☎０８８－８６４－１１１１
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9月２7日（木）11：00～12：00／13：00～15：00
 室戸市役所　

 予約制（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

南国年金事務所における年金相談時間は下記のとおりです。
○平日の年金相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）
  8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15

年金相談の予約受付専用電話開設のお知らせ
年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。
ご予約いただくと……

今回ご予約のお電話がつながりやすくなるよう、相談予約の受付番号が新たに解説されました。

○週末の年金相談
・9月8日（第2土曜日）
  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数
は若干少なくなっています）

～熱中症に注意！！～9月

保健だより
まだまだ暑い日が続きます。

元気に乗り切り
ましょう！

●めまい・立ちくらみ・こむ
ら返り・手足のしびれ
●頭痛・はきけ・力が入ら
ない
●意識がもうろうとする・
けいれん・歩けない

①涼しいところに移動
②脇の下・太ももの付け根な
どを冷やす
③水分を飲む、塩分を摂る
④ひどい場合は救急車を呼
ぶ!!

危険!!こんな症状が出たら、熱中症かも！？

栄養を取ろう！

部屋は涼しく
風通し良く！
（28℃を超えない）

休息を取ろう！

衣服の調整を
しよう！

体調を
整えよう！

水分・塩分を
取ろう！

日光に当たり
すぎない！

①お客様のご都合に合わせて、スムーズに相談できます！
②相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します！

予約受付専用番号 ０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル）

受付時間 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

※予約相談希望日の1ヶ月前から前日まで受付しています。
※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。
※当日の予約をご希望の場合は、お近くの年金事務所にお問い合わせください。
　南国年金事務所：☎０８８－８６４－１１１１
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乳 児 健 診
1 歳 6カ 月・3 歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏 木・崎 山 介 護 予 防 教 室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こ う ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

9月5日㈬
9月19日㈬

9月6日㈭・13日㈭・20日㈭・26日㈬・27日㈭
9月7日㈮・14日㈮・21日㈮・26日㈬・28日㈮

9月5日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬
9月6日㈭・13日㈭・20日㈭・26日㈬・27日㈭

9月5日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬
9月4日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫・26日㈬
9月6日㈭・13日㈭・20日㈭・26日㈬・27日㈭
9月7日㈮・14日㈮・21日㈮・26日㈬・28日㈮

9月18日㈫・26日㈬
9月20日㈭・26日㈬
9月5日㈬・26日㈬
毎週月・木曜日

毎週木曜日

（受付）12：45～13：30
（受付）12：45～13：30
 10：00～
 10：00～ 
 10：00～ 
 13：30～ 
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：00～
 10：30～
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

奈半利町保健センター
奈半利町保健センター
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 農 業 センタ ー
北 川 村 農 村 婦 人 の 家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー
北 川 村 保 健 センタ ー

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

みどり保育所

PHOTO通信

人権相談所
開設の ご案内

今回の開催日
日時

場所

9月12日（水）
10：00～15：00
北川村総合保健福祉
センター  相談室

プール遊び
8月9日（木）、8月19日（日）

お弁当の日
8月8日（水）


